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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第４期

第３四半期連結
累計期間

第４期
第３四半期連結
会計期間

第３期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 1,333,418501,8661,273,038

経常利益（千円） 243,344 63,139 494,162

四半期（当期）純利益（千円） 139,910 35,197 296,584

純資産額（千円） － 764,041 －

総資産額（千円） － 993,685 －

１株当たり純資産額（円） －     61.77 －

１株当たり四半期（当期）純利益（円）     11.34 2.85 273,097.84

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益（円） － － －

自己資本比率（％） －     76.89 －

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
8,354 － 273,153

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△58,210 － △56,169

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△2,459 － 66,710

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） －     464,223 519,974

従業員数（人） －     126 －

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。　

３．第２四半期連結会計期間において子会社Linical USA, Inc.を設立したため、第２四半期連結会計期間より

連結財務諸表を作成しております。

４．当社は第３期中（平成19年５月25日）に連結子会社であったアウローラ株式会社の全保有株式を売却して

おります。この結果、第３期連結会計年度末においては連結子会社がなくなりましたので、連結貸借対照表を

作成しておりません。このため第３期の連結貸借対照表に関する指標及び従業員数は記載しておりません。

５．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

６．平成20年５月10日付で株式１株につき10,000株とする株式分割を行っております。なお、第３期における１

株当たり当期純利益について、当該株式分割が第３期首に行われたと仮定した場合における数値は以下のと

おりとなります。

　　　１株当たり当期純利益　27円30銭
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２【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人）     126     

　（注）１．当社グループは、単一事業分野において営業を行っており、単一事業部門で組織されているため、従業員数は

全社共通としております。

２．従業員数が当第３四半期連結会計期間において、21名増加しましたのは、主として業務拡大に伴う定期及び

期中採用によるものであります。　

(2）提出会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人）     126     

　（注）１．従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含むほか、常用パートを含

んでおります。）であります。

２．従業員数が当第３四半期会計期間において、21名増加しましたのは、主として業務拡大に伴う定期及び期中

採用によるものであります。

　

EDINET提出書類

株式会社リニカル(E21706)

四半期報告書

 3/23



第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

ＣＲＯ事業（千円）     501,282

合計（千円）     501,282

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）受注状況

　当第３四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

ＣＲＯ事業     789,952    3,239,872

　（注）１．当第３四半期連結会計年度末日後における受注の結果、提出日（平成21年２月13日）現在において、受注残高

は3,412,880千円になっております。

　　　　２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

ＣＲＯ事業（千円）     501,866

合計（千円）     501,866

　（注）１．当第３四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のと

おりであります。

相手先

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

金額（千円） 割合（％）

武田薬品工業株式会社     132,955    26.5

大塚製薬株式会社     105,130   20.9

エーザイ株式会社     204,740    40.7

塩野義製薬株式会社  59,040  11.8

２．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

(1）業績の状況

当第３四半期連結会計期間における我が国経済は、米国大手証券リーマン・ブラザーズの経営破綻に端を発した

世界的な金融危機の深刻化に加え、株式・為替相場の大幅な変動等により、景気の減速傾向は一層強まり、企業収益

はさらに悪化することが予想されます。

このような状況下、当社グループにおきましても、平成21年３月期下期に受託を予定していた数プロジェクトにつ

いて、業務開始の時期が遅延したことにより当初の通期業績予想の売上高を下回る見込みとなりました。しかしな

がら、国内大手製薬会社からの治験業務受託件数は引き続き拡大いたしました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,333百万円、経常利益は243百万円、四半期純利益は139百万円

となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期会計期間末より

１百万円増加し、464百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結会計期間において営業活動の結果使用した資金は ２百万円となりました。これは、主に税金

等調整前四半期純利益63百万円の計上があったものの、売上高の増加に伴う売上債権の増加額13百万円並びに法

人税等の支払109百万円があったこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結会計期間において投資活動の結果使用した資金は３百万円となりました。これは、主に有形固

定資産の取得による支出２百万円があったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結会計期間において財務活動の結果獲得した資金は 10百万円となりました。これは、主に株式

の発行による収入44百万円があったこと等によるものであります。

  

(3）当第３四半期連結会計期間の財政状態の分析

　当社グループは、第２四半期連結会計期間より連結財務諸表を作成しているため、前年同期比においては前期の財

務諸表の数値を利用しております。

①　資産の部　

当第３四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末と比べ61百万円増加し、993百万円となりました。

これは、主に納税及び配当金の支払等による現金及び預金の減少並びに有価証券、有形固定資産及び差入保証金

の増加によるものであります。

②　負債の部　

負債合計は、前事業年度末と比べ61百万円減少し、229百万円となりました。これは、主に未払法人税等及び未払

消費税等の減少によるものであります。

③　純資産の部　

純資産合計は、前事業年度末と比べ123百万円増加し、764百万円となりました。これは、主に利益剰余金の増加

と公募増資による資本金及び資本準備金の増加によるものであります。

 

(4）当第３四半期連結会計期間の経営成績の分析

①　売上高

当社の第３四半期連結会計期間の売上高は、国内大手製薬会社を中心とした治験業務受託件数が拡大した結

果、501百万円となりました。
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②　売上原価　

当第３四半期連結会計期間の売上原価は、主に治験業務受託件数の拡大に伴い人員が増加した結果、263百万円

となりました。

③　販売費及び一般管理費　

当第３四半期連結会計期間の販売費及び一般管理費は、主に人材の募集にかかる費用の増加に伴い161百万円

となりました。

④　営業利益

当第３四半期連結会計期間の営業利益は、治験業務受託件数の拡大に伴う売上高の増加の結果、77百万円とな

りました。

⑤　経常利益

当第３四半期連結会計期間の経常利益は、主に株式公開費用12百万円などを計上した結果、63百万円となりま

した。

⑥　税金等調整前四半期純利益

当第３四半期連結会計期間の税金等調整前四半期純利益は、63百万円となりました。

⑦　四半期純利益　

当第３四半期連結会計期間の四半期純利益は、主に法人税、住民税及び事業税17百万円などを計上した結果、35

百万円となりました。

 

(5）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　なお、前連結会計年度に掲げた課題のうち、「優秀な人材の確保」に関する課題については、当第３四半期連結会

計期間において、現在稼働中の受託業務への対応及び中長期的な受託業務拡大への対応のため、即戦力となるＣＲ

Ａ経験者を獲得すると共に、ＣＲＡの適正を有する新卒者及び未経験者を採用し、陣容の拡大を図りました。

　今後の更なる業務の拡大にあたり、人材の確保と育成は必要不可欠であり、当社グループではＣＲＡの積極的な採

用に引き続き取り組む方針であります。

 

(6）研究開発活動

　該当事項はありません。　

(7）経営戦略の現状と見通し

　当第３四半期連結会計期間において、当社の経営戦略の現状と見通しについて重要な変更はありません。

　引き続き、当社グループは受託業務の選択と集中を推し進めることによって既存のＣＲＯとの差別化を図り、国内

大手製薬会社と同等の立場で医薬品開発を実行・サポートできる知識・技術・経験を有するＣＲＯすなわち「Ｃ

ＤＯ（Contract Development Organization）」を目指していく方針であります。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備の異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につ

いて、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（千株）

普通株式 24,800

計 24,800

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式     12,370,000    12,370,000
東京証券取引所

（マザーズ）

単元株式数は100株

であります。

計     12,370,000    12,370,000 － －

　

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。
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（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年10月26日（注） 50,00012,370,00023,000 214,043 23,000 73,000

　　（注）　有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）

　　　　　　発行価格　　　　　1,000円

　　　　　　発行価額　　　　　　920円

　　　　　　資本組入額　　　　　460円

　　　　　　払込金額の総額 　46,000千円

 

（５）【大株主の状況】

　当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成20年12月31日現在

区分 株式数（千株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 　－ － －

議決権制限株式（自己株式等） 　－ － －

議決権制限株式（その他） 　－ 　－ －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 　普通株式 12,370 123,700単元株式数（100株）　

単元未満株式 － － －　

発行済株式総数 12,370 － －

総株主の議決権 － 123,700 －

 

②【自己株式等】

 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ －　 － － － －

計 － － － － －
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年　４

月
５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

 最高（円）  　　　－  　　　－  　　　－  　　　－  　　　－  　　　－ 　　　775 　　1,001　　　830

 最低（円）  　　　－  　　　－  　　　－  　　　－  　　　－  　　　－ 　　　610 　　　750 　　　712

（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所マザーズにおけるものであります。

　　　　　なお、平成20年10月27日をもって同取引所に株式を上場いたしましたので、それ以前の株価については該当事

　　　　　項はありません。

 

３【役員の状況】

　有価証券届出書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の移動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。また、第２四半期連結会計期間に

おいて子会社Linical USA, Inc.を設立したため、第２四半期連結会計期間より連結財務諸表を作成しております。な

お、当社は第３期中（平成19年５月25日）に連結子会社であったアウローラ株式会社の全保有株式を売却しておりま

す。この結果、第３期連結会計年度末においては連結子会社がなくなったため、連結貸借対照表を作成しておりません

ので、前連結会計年度末に係る要約連結貸借対照表については記載しておりません。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 363,766

売掛金 263,382

有価証券 100,457

前払費用 21,564

繰延税金資産 7,999

立替金 25,760

その他 15,792

流動資産合計 798,722

固定資産

有形固定資産 ※
 49,870

無形固定資産 3,204

投資その他の資産

差入保証金 137,306

その他 4,580

投資その他の資産合計 141,886

固定資産合計 194,962

資産合計 993,685

負債の部

流動負債

短期借入金 50,000

未払金 44,888

未払費用 21,307

未払消費税等 20,234

預り金 30,784

賞与引当金 20,870

リース債務 13,517

流動負債合計 201,602

固定負債

リース債務 28,041

固定負債合計 28,041

負債合計 229,644

純資産の部

株主資本

資本金 214,043

資本剰余金 73,000

利益剰余金 480,760

株主資本合計 767,804

評価・換算差額等

為替換算調整勘定 △3,763

評価・換算差額等合計 △3,763

純資産合計 764,041

負債純資産合計 993,685
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 1,333,418

売上原価 629,562

売上総利益 703,855

販売費及び一般管理費 ※
 426,968

営業利益 276,887

営業外収益

受取利息 486

有価証券利息 305

その他 12

営業外収益合計 804

営業外費用

支払利息 1,502

為替差損 33

株式公開費用 30,626

株式交付費 1,651

創立費償却 508

その他 25

営業外費用合計 34,348

経常利益 243,344

税金等調整前四半期純利益 243,344

法人税、住民税及び事業税 89,350

法人税等調整額 14,082

法人税等合計 103,433

四半期純利益 139,910
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 501,866

売上原価 263,122

売上総利益 238,743

販売費及び一般管理費 ※
 161,204

営業利益 77,538

営業外収益

受取利息 56

有価証券利息 136

その他 30

営業外収益合計 224

営業外費用

支払利息 464

為替差損 291

株式公開費用 12,872

株式交付費 996

営業外費用合計 14,623

経常利益 63,139

税金等調整前四半期純利益 63,139

法人税、住民税及び事業税 17,679

法人税等調整額 10,262

法人税等合計 27,942

四半期純利益 35,197
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 243,344

減価償却費 10,301

長期前払費用償却額 1,328

株式交付費 1,651

株式公開費用 30,626

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,746

受取利息及び受取配当金 △792

支払利息 1,502

為替差損益（△は益） △326

売上債権の増減額（△は増加） △3,610

未払又は未収消費税等の増減額 △21,161

立替金の増減額（△は増加） △643

前払費用の増減額（△は増加） △15,810

未払金の増減額（△は減少） 18,109

預り金の増減額（△は減少） 19,173

その他 4,353

小計 286,300

利息及び配当金の受取額 788

利息の支払額 △1,502

法人税等の支払額 △277,231

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,354

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △10,648

長期前払費用の取得による支出 △2,102

差入保証金の差入による支出 △61,690

差入保証金の回収による収入 16,230

投資活動によるキャッシュ・フロー △58,210

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 50,000

株式の発行による収入 44,348

株式公開費用の支払額 △30,626

配当金の支払額 △59,136

リース債務の返済による支出 △7,044

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,459

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,436

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △55,750

現金及び現金同等物の期首残高 519,974

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 464,223
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

（１）連結の範囲の変更

　第２四半期連結会計期間より、Linical USA,

Inc.を新たに設立したため、連結の範囲に含めております。 

（２）変更後の連結子会社の数

　１社

２．会計処理基準に関する事

項の変更　

（１）棚卸資産の評価に関する会計基準の適用　

　「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業

会計基準第９号）を当連結会計年度から適用し、評価基準については、原価法から原価

法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。　

　なお、この変更に伴う損益に与える影響はありません。　

（２）リース取引に関する会計基準の適用　

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準

第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及

び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成

６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が

平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用する

ことができることとなったことに伴い、当連結会計年度からこれらの会計基準等を適用

し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。また、所有権移転外ファイナンス

・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐用年数と

し、残存価額を零とする定額法を採用しております。

　なお、リース取引開始日が会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・

リース取引については、期首に前事業年度末における未経過リース料残高を取得価額と

して取得したものとしてリース資産を計上する方法によっております。　

　この結果、従来の方法に比べてリース資産が有形固定資産に37,193千円及び無形固定

資産に3,204千円計上されておりますが、損益に与える影響は軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、10,620千円であります。

　

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

役員報酬   168,000  千円

給与手当   38,288   

従業員賞与   14,953   

賞与引当金繰入額   1,943   

法定福利費   13,439   

人材紹介料   55,217   

旅費交通費   23,597   

支払手数料   33,223   

減価償却費   4,065   

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

役員報酬  56,490   千円

給与手当  15,841    

従業員賞与  8,001    

賞与引当金繰入額 1,943　  

法定福利費  5,550    

人材紹介料  21,579    

旅費交通費  9,438    

支払手数料  15,170    

減価償却費  1,159    

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

現金及び預金勘定     363,766千円

現金及び現金同等物とされる有価証券     100,457 

現金及び現金同等物     464,223 
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　　12,370千株

２．自己株式の種類及び株式数

　該当事項はありません。

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月25日

定時株主総会
普通株式 59,136 4.80平成20年３月31日平成20年６月26日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　当連結グループは、同一セグメントに属するＣＲＯ事業を行っており、当該事業以外に事業の種類がないため

該当事項はありません。

 

【所在地別セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自平成20年４月１日　至平成20年12月31日）　　　

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。

 

【海外売上高】

　当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自平成20年４月１日　至平成20年12月31日）　　　

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

 

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

１株当たり純資産額     61.77円

２．１株当たり四半期純利益

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益     11.34円 １株当たり四半期純利益     2.85円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

四半期純利益（千円）     139,910    35,197 

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（千円）     139,910     35,197

期中平均株式数（千株）     12,332     12,356
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（重要な後発事象）

 　　　　　　  当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日

     至　平成20年12月31日） 

 自己株式の取得について

当社は、平成21年１月30日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第

156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項を決議し、実施いたしました。

１．自己株式の取得を行う理由

経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂行のため

２．自己株式取得に関する取締役会の決議内容

（１）取得する株式の種類 

当社普通株式

（２）取得する株式の総数 

25,000株（上限）

（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する

割合0.2％）　

（３）株式の取得価額の総額

２千万円（上限）

（４）取得期間

平成21年２月２日～平成21年３月31日

（５）取得方法

市場買付 

３．取得日

平成21年２月２日

４．その他

上記の結果、当社普通株式25,000株（取得価額

9,839千円）を取得いたしました。  
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２【その他】

　 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 
平成21年２月９日

　

株式会社　リニカル  

 取締役会　御中　  

 
監査法人トーマツ

　
 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 　寺田　勝基　　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 　井上　嘉之　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社リニカルの

平成20年４月１日から平成21年3月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社リニカル及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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